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ソーシャルワークにおけるシュワルツ理論の研究 (1)

『著作集』(1994)の分析による基本的視座の形成-
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●
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1.本稿の目的と研究方法

本稿の目的は､1994年にアメリカで出版されたウィリ

アム･シュワルツ(William Schwartz)の著作集である

『ソーシャルワーク-ウィリアム･シュワルツの著作集

-』l) (以下､『著作集』とする)を素材として､彼のソ

ーシャルワーク理論を理解するための視座を提示するこ

とにある｡したがって､シュワルツのソーシャルワーク

理論の内容そのものに焦点を当てて考察するのではなく､

そのための視座を 『著作集』の客観的な分析によって明

らかにしようとするものである｡

シュワルツのソー･シャルワーク理論は歴史性､哲学性､

思想性を内包しており､その根源にまで遡ってそこから

立体的に再構成することは容易ではない｡筆者は､これ

までにシュワルツのソーシャルワーク理論の理解を深め

るために､｢相互援助システム｣(mutualaidsystem)

や ｢媒介機能｣(mediatingfunction)等､彼の理論の

特質に焦点を当てた研究を進めてきた2)｡ また､最近の

論文ではシュワルツ理論を基礎的部分としてそこから進

化させた ｢媒介 ･過程モデル｣を提示して新しい展開を

試みている3)｡それらによって一定の基本的理解を進め､

また新たな展開へ向けて踏み出したといえる｡しかしな

がら､今後シュワルツ理論をさらに深く理解し､それを

基盤に新たな展開を積み重ねるためにはその土台をより

強固なものにする必要性がある｡新しい理論やモデルの

構築に向けては､創造的で独自性の高い論理展開に加え

て､立脚する基礎理論の深い理解と洞察が求められる｡

本稿ではシュワルツ理論の基礎研究の一つの方法として､

『著作集』の分析によって理解のための視座を導き出し､

シュワルツ理論の全体的考察へと今後展開していきたい｡

この 『著作集』を分析するための研究方法として､3

( 1 )

つのアプローチを用いた｡第1のアプローチは､シュワ

ルツの経歴と照らし合わせながら､シュワルツの論文の

年代別変遷を分析することである｡第2のアプローチは､

所収されているシュワルツ論文のカテゴリーごとの検討

である｡これを脚注の分析と併せて概観する｡第 3のア

プローチはシュワルツ論文の脚注に記載されている引用

･参考文献の分析である｡これによってシュワルツに影

響を与えた人物の傾向が浮き彫りになる｡

本稿の構成としては､まず 『著作集』の構成と意義と

についてまとめた上で､上記の3つの方法によって分析

を試み､それを踏まえてシュワルツ理論を理解するため

の5つの視座を提示することにする｡

2.『著作集｣の構成と意義
シュワルツの 『著作集』は､ トビ一･バーマンーロッ

シ(TobyBerman-Rossi)の編纂によって1994年に出版

された｡これは1982年にシュワルツが死去してから､12

年が経過した時点でのことであった｡著作集を出版する

という構想はシュワルツ自身が生前から持っていたもの

である｡彼が考えていた著作集のタイトルは､シュワル

ツの最後の論文のタイトルでもある ｢グループワークの

伝統とソーシャルワーク実践｣(TheGroupWorkTra-
ditionandSocialWorkPractice)であったという4)0

本書は､769ページに及ぶ大著である｡『著作集J)の巻

末に掲載されている著作目録によれば､シュワルツの著

作は未公刊の文献も含めて全部で40編である｡そのうち

の27編がこの 『著作集』に所収され､うち3編がこれま

で未公刊であった文献である.r著作集』の構成及び各々

の部分の占める割合について表 1で示した｡

本書は､大きく分けて2つの部分から構成されている｡
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表 1 『著作集』の全体柵成

構 成 割 合 (%)

ForewordI/Preface/overview

SocialWorkwithGroups'.TheSearchforaMethod(1968-1972)
CoJJectedWorks

Panl:HistoryandTradition(4)

Pan2:GroupWorkTheory(6)
Pan3:TheFieldofSocialWork(5)

Part4'.TheSettingofPractice(6)

Part5:TheArtofTeaching(2)

Pan6:Research(3)

Epilo9ue

Appendices

3

5

8

3

9

3

5
2

●

●

●
●

●

●

●
●

7

2

8

0

3

0

0
1

1

2

2

注 :Co"ectedWorksのPan1-6のカッコ内の数字は掲載著作数を示す｡

一つは､シュワルツのグループワーク論の内容を体系的

にまとめた"SocialWorkwithGroups:TheSearchfor

aMethod(1968-1972)"である｡これは全体の約 4分の

1を占めている｡この著作は1968年から1972年の間にシ

ュワルツがそれまでの論文をもとに自分の理論を一冊に

まとめようとしたものである｡ しかしながら､11章から

構成されるこの大部な著作のうち､最後の1章を未完の

まま残してシュワルツが死去してしまっていた｡そこで

『著作集』の発刊にあたって､バーマンーロッシが中心

となって他のシュワルツの文献をもとに最終章をまとめ､

また引用 ･参照文献を整理してこの 『著作集Jへの掲載

に至ったものである5)｡この著作が公刊されることにな

ったことは､シュワルツのソーシャルワーク論研究にお

いても極めて有意義なことであるし､またこの著作を出

版できなかったことに悔いのあったシュワルツ自身にと

っても､遅ればせながら初志を貫徹したといえよう｡

一方､残りの4分の3を占めているのがシュワルツの

論文を集めた論集(CollectedWorks)である｡ここには､

前述の文献を除く26編が6つのパートにそれぞれ2編か

ら6編に分類されて収められている｡Part4とPart6が

全体の約2割 ずつを占め､Part2が12.5%を占めている｡

この6つの分類は､シュワルツ自身による構想が下地と

なっている｡シュワルツによる原案では､自分の著作を

年代別ではなくテーマ別に7つに分類していた｡その分

類とは表 1のPartlか らPart6の6つのカテゴリーに

｢書評と短編｣(ReviewsandShortPieces)を加えた

ものであった｡『著作集』の発刊にあたってはこの最後

の ｢書評と短編｣が主要論文を優先するために割愛され､

結果的に6つのカテゴリーから構成されることになった｡

なお､1971年 と1977年にEncyclopediaofSocial

work(16th,17th)に掲載された論文6)はシュワルツ理論

のエッセンスともいえる洗練された文献であるが､転載

の許可が得られなかったためにこの 『著作集』には含ま

れていない｡ただし､その内容は掲載されている文献と

多く重複しているものである｡掲載されていない残りの

13編の内訳は､この2編に加えてシュワルツらによって

編集されたThePracticeofGroupWorhの(シュワル

ツが執筆した部分については掲載されている)､それと

｢書評と短編｣に本来含まれる内容の文献である｡

以上のような構成からなるこの r著作集Jは､未公刊

の文献を含んだシュワルツの主要論文のすべてが収めら

れている｡ したがって言うまでもなく､シュワルツのソ

ーシャルワーク論研究においては第一級の資料である｡

シュワルツが残した研究業績は決して多いとはいえない

が､彼の研究がソーシャルワークに与えた影響の大きさ

は計り知れない｡シュワルツの理論を継承するギッター

マン(GittermanA.)とシュルマン(ShulmanL.)は､本

書のはしがさの中で､シュワルツ理論について ｢彼の概

念化は､伝統的定式を打ち破り､新 しい方向性を示し､

発見を促すパラダイムを構築し､専門的な実践とソーシ

ャルワーク教育の両方に重要な貢献をなした｣8)と評価 し

ている｡そして同じくギッターマンらによると､シュワ

ルツは研究業績をふくらますことに関心を示さなかった

が､｢彼は出版に向けての2つの簡潔な基準を持ってい

た｡それは自分の研究が新たなものを生み出す概念(a

generativeidea)を提供しなければならないことと､そ

れを正確に表現しなければならいことであった｣9)として
いる｡シュワルツはまさにその通りの業績を残したとい

える｡

第一級の資料集としてシュワルツの研究業績がまとめ

られたこと自体､価値のあることであるが､ソーシャル

ワーク理論の視点からはその意義について3つの点から

指摘できる｡第1は歴史的評価の視点である｡この出版

はシュワルツの功績に対して一定の評価を付与する契機

(2)
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となるものであろうが､今後もソーシャルワークの理論

史上におけるシュワルツ理論の位置の明確化と評価につ

いて議論されなければならない｡本書はその前提となる

ものである｡第 2には理論の継承性である｡シュワルツ

の理論は単なる ｢過去の優れた遺物｣ではなく現代のソ

ーシャルワーク実践においても十分な有用性をもつ｡そ

れゆえに本書は理論を次代へつなぐ架け橋となる｡第3

は理論の発展性である｡シュワルツ理論の特性の一つは､

柔軟性と包括性をもつ発展可能性にある｡現代の研究者

が原著論文にまとめて触れる機会を提供できたことは､

新たな理論的展開を生み出す土壌をつくることになる｡

この 『著作集』の書評を執筆したガ-ヴィン(Garvin,

C.)が､｢結果として､評者はソーシャルワーク専門職､

ソーシャルワーク実践 (特にグループワーク実践)､ ソ

ーシャルワーク教育､ソーシャルワーク･リサーチの研

究に専心した長 くて生産的な人生の成果へのコメントを

求められる｣10)と述べているように､本書はまさにウィ

リアム･シュワルツの ｢遺産｣であり､｢人生｣そのも

のといえよう｡

3.シュワルツの略歴と研究業績の系譜

ここではシュワルツ理論を理解するための基本情報と

なる彼の略歴とそれと照らし合わせる形で研究業績の系

譜について概観する｡

シュワルツの略歴を表2で示した｡シュワルツは､19

16年にニューヨーク市で生まれ､育った.1939年にブル

ックリン大学(BrooklynCollege)を卒業後､YMHA
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のコミュニティセンターのユースディレクターやユダヤ

人のコミュニティセンターのディレクターをしていた｡

その後いくつかの近隣センターのディレクターを歴任し

た｡また夏期にはYMHA等のキャンププログラムのデ

ィレクターとしても活動していた｡その間の1945年から

1947年までコロン豆ア大学でソーシャルワークを学び､

1948年には修士号を取得している｡著作目録によると修

士論文のタイトルは､''ActionResearchinaGroup

WorkSetting:ARecordofaCooperativeexperience"

であった｡この時期にソーシャルワークの各種団体に勤

務し､そこでグループワークやソーシャルワークの実践

を積み重ねたことは､シュワルツに個人や社会における

小集団の意義について気づかせることになり､後に独自

の理論を導き出す源となった｡

その後､オハイオ州立大学､イリノイ大学､コロンビ

ア大学､フォーダム大学で研究と教育を続けた.また､

オ-イオ州立大学とイリノイ大学に勤務している間にコ

ロンビア大学の博士課程の学生として学び､1961年には

博士号を取得している｡その論文名は､''Contentand

ProcessintheEducativeExperience"であった｡

さて､表3ではシュワルツの研究業績を年代順に整理

した｡アルファベット一つが著作 1編に相当する｡アル

ファベットは表の注で示したように本書での分類を示し

ており､所収されていない文献については筆者の判断に

よった｡これをみると､40編のうち37編が1959年以降の

23年間に執筆されていることが分かる｡またそのうち24

編がコロンビア大学に在職中の1962年から1977年の間に

表2 ウィリアム ･シュワルツの略歴

WilliamSchwartz,1916-1982

1916 NewYorkCityに生まれる

1938-1957(summertime)SummerCampingPrograms(YMHAetc.)
1939

1943-1944

1944-1945

1945-1947

1946-1947

1948

1950-1955

1953-1960
1961

1955-1962

1962-1977

1977-1982

BrooklynCo"ege*#

YMHACommunityCenter(Massachusetts)

JewishCommunityCenter(Connecticut)

Co)umbiaUniversity(masterstudent)

HoraceMann-Linco)nNeighborhoodCenter

修士号取得 (ColumbiaUniversity)

OhioStateUniversity

ColumbiaUniversity(doctoralstudent)
博士号取得 (Co山mbiaUniversity)
theUniversityofllHnois

ColumbiaUniversity

FordhamUniversity(visitingprofessor)

資料 1)EncyclopedL'aof'SocL'alNoz*,18th.NASW,1987,pp.939-940.
資料 2)TobyBerman-Rossi(ed.),SocJ'alWoz*.･meCollectedWTl'tL'ngs

oFWLl111'amSchmaltz,F.E.PeacockPublishers.Inc.,1994,Overview.
注)1947年以前の勤務先については勤務年が明らかなもののみ掲載した｡

(3)
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表3 年代別にみたシュワルツの研究某紙

著作の内容(発表数) 年代 著作の内容(発表数)

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

G

I

J[凶
一
一
一
〇

二

一回
G

(1)

)
)

)

)
)

)

2
3

1

3
2

3

(
(

(

(
(

(

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

6

6

6

6

6

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

; 回回

触
回匝G回

豆
一
一回
G

)
ー

)

)

I

一
3

1

2

2

一
5
-

(

(

(

(

(G

トー
h
u
1

I

(

)

)

)

)
)

)

I

1
l

1

3
1

2

(
(

(

(
(

(

注1)H:HistoryandTradition G:GroupWorkTheory
F:TheFieldofSocialWork ら:TheSettingofPractice
A:TheArtorTeaching R:Research

注2)a.:壬の鎧 作集』に所収されている文献を示す｡

書かれており､なおかつその中に主要論文の多くが含ま

れている｡さらに､シュワルツ理論の形成過程からみる

と､1960年から1963年の間が理論の骨格がほぼ完成する

極めて重要な時期である｡それはイリノイ大学時代とコ

ロンビア大学時代にまたがっていることが分かる｡この

時期に形づくられたものを1960年代から1970年代にかけ

てのコロンビア大学時代に具体的かつ精力的に展開した

といえよう｡また､歴史的色彩が強い論文はコロンビア

大学時代にはみられず､初期と晩年に片寄っているのも

特徴的である｡

4.シュワルツ論文のカテゴリ一別概観と引用 ･

参照文献の分析

r著作集.Dの分析には多角的な分析方法が求められる.

ここでは2つの角度からシュワルツの論文を分析するこ

とにしたい｡一つは､『著作集』の6つのカテゴリーご

とに分析することであり､もう一つは引用 ･参考文献の

集計による分析である｡

1)シュワルツ論文のカテゴリー別概観

『著作集』では26編の論文が6つのカテゴリー (パー

ト)に分類されている｡以下､各カテゴリーごとの特性

について概観することにする｡なお､分析のための一方

法として､シュワルツが脚注で引用及び参考文献として

(4)

あげた文献の著者について各カテゴリーごとに集計 した

結果も用いることにする11)｡

第1の分類が ｢歴史と伝統｣(HistoryandTradition)

である｡このカテゴリーには初期の論文 1編と晩年の論

文 3編の計 4編が収められている｡時代的には両極に分

かれているのが特徴的である｡シュワルツは歴史的な観

点も重視し､晩年には歴史的な視点からの著作を連続 し

て発表している｡シュワルツの最後の論文"TheGroup

WorkTraditionandSocialWorkPractice(1981)''は､

シュワルツが著作集のタイトルとして考えていたくらい

であるから思い入れは強い｡また､シュワルツの最初の

主要論文である"GroupWorkandtheSocialScene

(1959)"は､個人と社会のあり方について触れており､

｢媒介｣を生み出す源泉ともいえる｡表 4でこのカテゴ

リーに収められた論文において2回以上の引用 ･参照の

あった論文の著者を一覧にした｡ レイノルズ(Reynolds,

B.)とコイル(Coyle,G.)が上位を占めているのは論文で

直接取り上げているので当然であるが､ブルーノ(Bruno,

F.)､ロビンソン (Robins9m,Ⅴ.)､ トレッカー(†recker,

H.)､バー トレット(Bartlett,H.)らのソーシャルワーク

系の人物に加えて､パーソンズ(Parsons,T.)､クーリー

(Cooly,C.)､デューイ(Dewey,J.)､ キルパ トリック

(Kilpatrick,W.)､フロイト(Freud,S.)等の隣接学問の著

名な研究者の名前が多く挙がっているのが特徴的である｡
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表4 引用 ･参考文献の著者 (partl)

引用回数 著 者

7
8

5

4

3

3

3

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3 Reynolds,BerthaCapen
Schwalセ.VⅥlliam

Coyle,GraceLongwell
Bruno,FrankJ.

BaldwれJamesMark

Bowman,LeRoyE.

Boyd,NevaL.
Chambers,ClarkeA.

Cohen.NathanE.

Cooly,CharlesHonon

Dewey,John
Freud,Sigmund
Hofstadter,Richard

Arian.Harold

Bamett,Canon

BanJett,HarrietM.

Evans,Glendower

FoLLett,MaryParker

Hanshorne,HtJgh
KiLpatrick,WIHiamHeard
Parsons,Talcott

Robinson,VirginiaP.
Sullivan,DorotheaF.

†recker,HarleighB.

WiIliamson,Margare仕a

第2のカテゴリーが ｢グループワーク理論｣(Group
WorkTheory)である｡このカテゴリーには､1961年か

ら1964年までの各年に執筆された4編の論文と1971年と

1976年の論文の計6編が所収されている｡いずれもシュ

ワルツ理論の中枢となる極めて重要な論文である｡具体

的な ｢媒介モデル｣の形成という視点からすれば､''The

SocialWorkerintheGroup(1961)"､"Towarda

StrategyofGroupWorkPractice(1962)''､''Onthe

UseofGroupsinSocialWorkPractice(1971)"､"

BetweenClientandSystem:TheMediatingFunction

(1976)''の4編を主要論文としてあげることができる｡

とりわけ､TheSocialWorkerintheGroup(1961)は､

シュワルツ自身が後に12回引用 ･参照しており､シュワ

ルツにとっても重要な位置を占める著作であることが分

かる.表5でこのカテゴリーに収められた論文において

2回以上の引用 ･参照のあった論文の著者を一覧にした｡

理論化にあたってどの分野から影響を受けているかを考

察する意味でも興味深い｡社会学､社会心理学､実存思

想､進歩主義教育､集団力学など極めて幅が広い｡また

相互扶助論のクロボトキン(Kropotkin,P.)の名前が挙

(5)

表5 引用 ･参考文献の著者 (Part2)
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引用回数 著 者

Schwartz.Wi=am
Frank,LawrenceK.

Kuhn,ThomasS.

Lippitt,Ronald.etaI.
Mi=kan,MaxF.
Parsons,Talcott

AJtmanJ.,etaJ.
Bartlett,HarrietM.

Buber,Martin
Hare,A.Pau一

Homans,Geor9eCaspar
Kropotkin,PeterALekseevich

May,Rollo
Vjnter,RobertD.

AIIpon,F.A.

A"port,GordonW.
Bales,RobertF.

Boehm,WernerW.
Bonner,Hubert

Cartwright,Dorwin

Conant,JamesBryant
CooJy,CharJesHorton

Dewey,John

Eaton,JosephW.

Grinker,RoyR.
‖eam,Gordon
Heider,Fritz
Kelman,Norman
LasswelI,HaroldD.
Loeb,ManinB.

Mead.GeorgeHerbert
Merton,RobertK.
Moreno.JacobL.

Riecken,Henry.W.
Ro9erS,CarlR.
Sherif.Muzafer
Smith,MildredB.
WoJins,Martin

がっているのも極めて深い示唆を与えるものである｡

第3のカテゴリーが ｢ソーシャルワークの分野｣(The

FieldofSocialWork)である｡1960年代に発表された

4編の論文と1973年の論文が所収されている｡特に､19

69年の"PrivateTroublesandPublicIssues:OneSocial

WorkJoborTwo?''は､シュワルツの代表作の一つで

ある｡さらに､このカテゴリーでは専門職団体の問題に

も触れられている｡このカテゴリーに収められた論文に

おいて2回以上の引用 ･参照のあった論文の著者を表6

で示した｡
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表6 引用 ･参考文献の著者 (part3)

人 間 福祉 学 科

引用回数 著 者

0

0

6

6

6

6

5

5

5

4

4

4

4

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

rlH

Jー

Bra9er,Geor9eA.
Schwartz.VW=am

M川S,C,Wright
Parsons.Talcott

Smith,HaⅣeyL.

WHensky,HaroldL.,etaJ.
Kuhn,ThomasS.

Lee,PokerR.

Richmond,MaryE.
Chambers,ClarkeA.
Ftexner,Abraham

Hutchins,RobenM.

May,RoHo
Buber,Manin

Bums,EvelineM.
ClowardRichardA.,etal.

Fo"ett,MaryParker
Greenwood,Emest

BaldwれJamesMark
Bart)ett,HarrietM.

CarトSaunders,A,M.etal.
Co9an.MorrisL.
Cohen.NathanE.

Coyle.GraceLon9Well
Eisman,Ma什in
Grosser,Char一esF.

Hendy,CharlesE.
Kilpatrick,Wi=amHeard
Lindemann,EduardC.

Lubove,Roy
Menon,RobertK.

Meyer,HenryJ.
Polansky,NormanA.
Pray.KennethL.M.
ReれMartれetat.

Reynolds,BenhaCapen
Specht,Harry
Weiner,HymanJ.

第4のカテゴリーが ｢実践の場｣(TheSettiingof

practice)である｡1960年代 と1970年代前半の著作が中

心である｡いずれもシュワルツの実践経験の影響を強く

受けている｡シュワルツの理論の一つの具体化の方法で

ある｡表7でこのカテゴリーに収められた論文において

2回以上の引用 ･参照のあった論文の著者を一覧にした

が､件数は少ない｡

第5のカテゴリーが ｢教育の技術｣(TheArtofTeach-

ing)である｡2編の論文が収められている｡シュワルツ

の教育者としての側面も看過できない｡表8でこのカテ

(6)

表7 引用 ･参考文献の著者 (part4)

引用回数 著 者

0

3

3

2

2

2

2

1 Schwartz.WiMam
Caner,WoodrowW.
Dall,AdolinG.
B山menthal,LuisH.

Dimock,HedleyS.
Gibson,H.1〟.
Go)dsmith,JeromeM.

表8 引用 ･参考文献の著者 (Part5)

引用回数 著 者

4

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

Bruner,JeromeS.
Bellack.A.A.

Dewey,John

Ga9e,N.L
Barzun,J.

Bruqee,K.A.

Cantor,N.

Drosnin,M.

Flanders,N.

Hutchins,RobertM.

Lee,C.B.T.

Menon,RobertK.

Ripple,Lillian
Shu]man,Lawrence

Tyler,RalphW.

ゴリーに収められた論文において2回以上の引用 ･参照

のあった論文の著者を一覧にした｡

第6のカテゴリーが ｢調査｣(Research)である｡ 3

本の論文が収まっている｡近隣センターに関する2編の

論文は極めて長文である｡ここでもシュワルツの実践経

験がもとになっている｡表 9でこのカテゴリーに収めら

れた論文において4回以上の引用 ･参照のあった論文の

著者を一覧にした｡非常に引用 ･参照文献が多く､この

カテゴリーにのみ登場する人物もかなり多いことが特徴

的である｡

2)引用 ･参考文献の分析

『著作集』の''CollectiveWorks"に所収されている

26編の論文の中で､引用文献及び参考文献を記した脚注

のある文献が20編あった｡各カテゴリーで紹介してきた

が､その脚注をすべてコンピュータに入力 して処理 し､

その傾向を調べた12)｡総数は1,285件､披引用著者は532

名であった｡この結果を分析することによって､シュワ

ルツに影響を与えた人物や理論､思想の一端が明らかに
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表9 引用 ･参考文献の著者 (part6)

引用回数 著 者

Schwartz.Wi=am

Ho一mes,Dou91as
Vinter,RobertD.

Kraus,Richard

Lippitt,RonaId
M川er,WalterB.
ClowardRichardA.

Herman,Melvin

Short,JamesF.,Jr.
Maas,HenryS.
Polansky,NormanA.
RosenbJattAaron

Thomas,EdwinJ.
●

Canter.1Ⅳln9

Caplan,Nathan
Chein,Jsidor

Meyer,HenryJ.,etaJ.
AIcabes,Abraham

Hi"man,Anhur

Kaplan,Martin,etal.
Levin,Morris

Nonhen,Helen

ZaIdMayerN.
Bemstein,Sau一

Cantor,M叫orie
Caner,GenevieveW.
EHsworth,AIIenS.
FeldmanRonaldA.

GernnkJe.Max

lkeda,Tsuguo
Lambert,Cam‖e,Jr.,etal.
Lazarwitz,Bernard

MacdonaId,MaryE.
Schwalセ,Gray,etal.
ShaJinsky,WHJiam
Simon,Edwin

Sobey,FrancineS.
Solomon.Theodore

Specht,Harry
Spergeurving
WaJton,John
Wilson,Gertrude

Withey,S.B.,etaJ.
Zimbalist,SidneyEli

なるものと思われる｡

表10で､全体で6回以上の引用 ･参照の対象となった

人物をその回数の多い順に示した｡表は左の列から､シ

ュワルツが引用 ･参照 した論文の著者､その著者の論文

でシュワルツが引用 した論文の発行年の幅､全体での引

(7)

-249-

用 ･参照回数､そして右端のカッコ内はシュワルツの論

文の脚注にその著者が登場する論文数を示 している｡

その結果､シュワルツが自分の論文を引用 ･参照 した

回数が最も多 く79回であった｡その内訳をみると､1960

年代の10年間に執筆 した論文の引用 ･参照が56回で7割

を越えているのが特徴的である｡このことからシュワル

ツ自身にとってもこの時期の論文の重要性が高いことが

うかがえる｡また､執筆後引用 ･参照の期間が長い傾向

もうかがえる｡とりわけ､1961年に執筆 した論文''The

SocialWorkerintheGroup"は､翌年の1962年から20

年後の1981年に渡って引用 ･参照されている｡

シュワルツが自分自身の文献を引用するというのは意

味上も別格として､それ以外の著者に目を向けると､ レ

イノルズ(Reynolds,B.)､ヴィンター(Vinter,R.)､がそ

れぞれ79回と42回を示 しており突出して高 くなっている｡

多くの人物の名前が挙がっているので､すべて指摘でき

ないが､10回以上の引用 ･参照のある著者の中には､ リ

ピット(Lippitt,R.)､パーソンズ(Parsons,T.)､ クーン

(Kuhn,T.)ら隣接の学問領域の著名人たちの顔ぶれも並

んでいる｡ さらに隣接の学問領域 で は､ デ ュー イ

(Dewey,J.)､ プ-バー(Buber,M.)､ メイ(May,R.)､

リンデマン(Lindemann,E.)､マー トン(Merton,R.)､

シェリフ(Sherif,M.)らも高い頻度で登場 している｡ ソ

ーシャルワーク系の人物では､コイル(Coyle,G.)､バー

トレット(Bartlett,H.)､ リッチモンド(Richmond,M.)､

ブルーノ(Bruno,F.)らの名前が上位に並んでいる｡

また､シュワルツの論文の脚注にその著者が登場する

論文数も意味のある数字である｡●この数字が多いほど､

その著者や論文が広 く影響を与えているともいえる｡集

計結果をみると､シュワルツの14編を除くとパーソンズ

の8編で最も多い｡続いて､ レイノルズ､ リピット､デ

ューイの3人が6編で続いている｡

さらに､表には掲げてないが､ 5回以上の引用 ･参照

のあった人物としては､ リー(Lee,.P.)､ ノーザン(Nort

hen,H.)､ トレッカー(Trecker,H.)らのソーシャルワー

クの研究者に加えて､クーリー(Cooly,C.)､キルパ トリ

ック(Kilpatrick,W.)､ レヴィン(Lewin,K.)らの著名な

社会学者や教育学者も含まれている｡

5.シュワルツ理論の5つの基本的視座

以上の 『著作集』の分析を通 して､シュワルツ理論を

理解するための視座(perspective)を次の 5つに設定 し､

今後の研究課題を中心に指摘することにしたい｡これら

の視座はシュワルツのソーシャルワーク理論を支えてい

る理論的または思想的支柱でもある｡
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1)歴史的視座

人 間 福祉 学 科

表10 引用 ･参考文献の著者 (全体)

著 者
引用論文

の発行年

弓

(

Schwalセ,VⅥ11iam
Reyno暮ds,BenhaCapen
Vinter,RobertD.
Holmes.Dou91as
Lippitt,Ronald
Kraus,Richard
Parsons,Talcott
C暮owardRichardA.

Bra9er,Geor9eA.
Kuhn,ThomasS.

Dewey,John
Mi)ter,WalterB.

Polansky,NormanA.･
Banlett,HarrietM.
Buber,Martin

Coyle,GraceLon9WeII
Herman,MeJvin

May,Rollo
Meyer,HenryJ.
Shod,JamesF.,Jr.
Chambers,ClarkeA.

Frank,LawrenceK.

Lindemann,EduardC.
Maas.HenryS.
Richmond,MaryE.
RosenbJatt,Aaron

Thomas,EdwinJ.
BaldwれJamesMark
Bamett,Henrietta
Bruno,FrankJ.

●
CanterJrvlng

Cap暮an.Nathan
Chein,lsidor
Cohon,NathanE.
FoJJett,MaryParker
Hutchins,RobenM.
Merton,RobenK.
M‖S,C.Ⅵ〟ight
Sherif,Muzafer
Smith.HaⅣeyL.

Specht,Harry
WiJensky,HaroJdL.,etaJ.
VⅥlson.Gerlmde

1948-1971
1932-1964
1956-1966
1964-1969
1940-1958
1968
1937-1954
1955-1968
1960-1968
1962
1916-1960
1957-1959
1949-1959
1958-1962
1957-1958
1930-1955
1959-1966
1958-1961
1959-1965
1962-1965
1962-1966
1957
1920-1939
1950-1968
1905-1930
1966-1968
1955-1968
1911
1909-1919
1957
1948-1967
1968
1948-1950
1950-1958
1926-1930
1936
1957-1961
1957-1959
1936-1964
1962
1963-1969
1958
1941-1956

)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)

4
6
5
2
6
1
CP
3
2
2
6
2
2
5
4
4
2
3
3
2
3
5
4
2
4
1
2
5
1
4
2
1
1
3
3
2
5
3
4
1
3
4
3

1く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
(
く
く
く

9
2
0
6
4
3
2
1
0
0
9
9
9
8
8
8
8
8
8
8
7
7
7
7
7
7
7
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

7
4
2
1
1
1
1
1
1
1

注 :カッコ内の数は､該当の輸文をシュワルツが引用 ･参照して執筆した
姶文数である｡

の伝統とソーシャルワーク実践｣は､シュワルツ自身が

シュワルツの最初の主要論文(1959)と最後の論文(198

1)とが極めて歴史的な色彩が強い論文であることは象徴

的である｡前述 したように､1981年の ｢グループワーク

(8)

著作集の表題として考えていた｡シュワルツは歴史的観

点からグループワークやソーシャルワークを捉えること

の重要性を強く認識していた.それは､バーマン一口ッ
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シもシュワルツ理論について､｢彼が提示 した新 しい考

えは､単体で出現したのではなく､むしろそれらを先導

してきた時間の脈絡の中で､また以前からなされてきた

努力を通して生まれた｣13)と指摘 している｡ シュワルツ

の理論は､シュワルツ一人によって理論化されたといえ

るが､それはシュワルツというフィルターを通した歴史

的産物であるということができる｡

歴史的観点を重要視するということは､現実から目を

そらさずきっちりと向き合う中で理論化への視点を導き

出すことを意味する｡そうした歴史性という脈略がどの

ような形でシュワルツ理論に注入され､理論として具現

化されていったのかを洞察することはシュワルツ理論の

理解につながるものである｡特に､シュワルツが強調す

るグループワークの伝統とソーシャルワークとの関係を

読み解くことは具体的な一つの方法となろう｡

2)社会的視座

シュワルツは個人と社会の関係は ｢共生的な相互依存

関係｣であると規定した｡そして理想的なグループの状

態を ｢相互援助システム｣とした｡筆者はこれらについ

てはこれまでの論文の中で掘り下げてきたが､その先に

ある ｢社会｣というものをシュワルツはどのように捉え

ていたのか｡民主主義社会としてのあり様が大きくシュ

ワルツの中にあったのではないかと思われる｡

19世紀の後半以降の産業化は､多くの社会的問題を生

み出したが､そこでシュワルツは対立や競争でななく､

相互援助(mutualaid)や協力を強調 した.バーマンー

ロッシは､｢相互援助(mutualaid)というテーマは､民

主的なシステムそのものの原型としてソーシャル･グル

ープワークのシュワルツの見方を統合することになった

｣14)と指摘している｡ここに ｢媒介｣を生み出す土壌が

あったのである｡そうだとすれば､共生的な相互依存関

係や相互援助システム､媒介と民主主義社会とがどのよ

うな整合性をもってかみ合うのか｡これも重要で大きな

テーマである｡そして何度もシュワルツが引用している

デューイやキルパ トリックらの進歩主義教育との関係､

クロボトキンの思想との関係をも視野に入れて考察しな

ければならない｡

3)実存的視座

これはシュワルツ理論を理解する上では極めて重要な

テーマである｡プ-バーやメイの論文が多く引用されて

いることからも分かるように､シュワルツの理論は実存

思想から極めて大きな影響を受けている｡それがどのよ

うにシュワルツ理論の中に吸収され､具体的なワーカー

(9)

-251-

の援助行動として展開されているのかを明らかにする必

要がある｡シュワルツのいう ｢今､ここで｣(hereand

now)の強調などは少なくともその一端を示すものであ

る｡

そしてソーシャルワーク理論の系譜の中では､機能主

義学派の系譜との関係を明確にすることも求められる｡

タフトやロビンソンの引用もみられるが彼らの影響をど

のような形で受けているのかについての考察が必要とな

る｡このことは､ソーシャルワークの理論形成史におい

てシュワルツ理論の位置を明確にすることにもなる｡

4)科学的視座

シュワルツはその思想性や哲学性ばかりではなく､理

論化に向けて隣接の諸科学からの科学的な知見を大量に

吸収している｡特に､レグィンらを代表とする集団力学

の研究成果を積極的に取り入れている｡また､ トライア

ングルモデルに顕著にみられるようにシステム論の影響

極めて大きく､とりわけパーソンズの影響は大きい｡こ

れらの科学的視座からの検討も求められる｡

5)実践的視座

シュワルツにとって ｢実践｣のもつ意味は多様で深い｡

第 1には､シュワルツ自身によるコミュニティセンター

や近隣センターにおける実践である.そこでシュワルツ

が感じ､学んだことは何だったのか､またグループワー

ク実践の可能性や魅力についてはどうように感じていた

のかを探ることはシュワルツ理論の根源を垣間見ること

になる｡第2には､ソーシャルワーカーの機能のあり方

に焦点を当てた実践である｡シュワルツの専門職の機能

に関する考え方は独自機能を導き出す前提となっている｡

第3には､シュワルツが力を入れていた教育者としての

実践である｡シュワルツのソーシャルワーク教育のあり

方の中にソーシャルワークへの思想が反映しているよう

に思える｡

6.今後の課題

筆者の最終的な目的は､シュワルツの理論を基礎的部

分として発展させた ｢ソーシャルワークの媒介実践論｣

の構築にある｡本稿における取り組みは､その基礎部分

の研究にあたる｡しかしながらシュワルツの r著作集J)

を姐上にのせて､分析の対象にするという仕事は非常に

大きなェネルギーを必要とする｡『著作集』の分析とし

てはまだまだ第一歩を踏み出したばかりである｡今後も

継続して研究対象としていきたい｡脚注の分析において

も､数量だけでなく質的な影響も含めて分析する必要が
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ある｡

本稿では､『著作集｣の性格と意義を明らかにすると

ともに脚注の客観的分析を中心に分析を試みた｡そして

その分析を通してシュワルツ理論の理解と考察のための

5つの視座を提示した｡次回はこの5つの視座を中心に

シュワルツ理論の内容の分析と明確化に取り組むことに

したい｡
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